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――「モノを売る」から「社会をよくする」コミュニケーションへ

並河 進
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広告は社会のために何ができるか
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クリエーティブディレクター、コピーライター
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ソーシャルプロジェクトの経験と、広告の
最前線で活躍するクリエイター （澤本嘉光・
永井一史・箭内道彦・佐藤尚之・今村直樹・丸原孝紀・
松倉早星・鈴木菜央・石川淳哉・東畑幸多・嶋浩一郎・

中村洋基）との対話から、
「広告とコミュニケーションの未来」を
切り拓く。

●広告づくりは、いったい誰のものか

●広告は、大量消費をうながすことしかできないのか

●広告は、そもそも社会をよくするためのも
　のではないのか


